
  

 

 

 

 

 

  

 すみれ組でも異年齢で遊ぶ経験を繰り返

すことでお互いに「また一緒に遊びた

い！」という気持ちが育ってきています。

ままごとで料理を作るという同じイメージ

の中で、お互いに作ったものを見せあいこ

したり、真似して作ってみたりしながら、

やり取りを楽しんでいる姿があります。 

 今年度も残り一ケ月となりました！卒園・進

級する嬉しさとちょっぴりの寂しさを感じてい

るこども達。ひまわり組は残り少ない日々を、

幼稚園のみんなといっぱい遊びたい！小さい組

さんにこんなことを教えてあげたいという思い

をもって過ごしている姿があります。自分なり

の言葉で説明したり、思いや考えを伝えたり、

相手の様子や反応にも気を配りながらかかわっ

ている姿が見られるようになってきました。 

また、３月３日は耳の日でした。難聴学級のメンバーで集まって 

話をしました。自分達の使っている人工内耳や補聴器について、それ 

ぞれ自分の経験や思いを話していました。自分の言いたいことを一方 

的に伝えるだけでなく、相手の話を受けて「僕はね…」「それってさぁ…」と話を深めたり

する姿が見られました。 

今年度、難聴学級ではすみれ組のメンバーで集まって遊んだり、話をしたりする活動を

取り入れていきました。一緒の時間を過ごす中で、異年齢でのつながりが少しずつ深まっ

てきているように感じます。今回の耳の話のように、同じ聞こえの状況の仲間だからこそ

分かり合えることもたくさんあると思います。こうした縦のつながりをこれからも大切に

していきたいです。 
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